


 

             

１、尼崎文化協会公式サイトの立ち上げ              辻川 敦 

 

今年度から当会に加えて頂いた辻川です。ふだんは、尼崎市立歴史博物館の 3 階にあ  

  る地域研究史料室“あまがさきアーカイブズ”で働いております。  

   さて、当会の公式サイト（ホームページ）については、かねてから当会の課題であっ  

  たと伺っておりますが、今年度に入ってこれを実現すべく和田会長、田中事務局長そし  

  て重田幹事らと共に何回か検討させて頂き、漸くこのたび立上げの運びとなりました。 

 

＜無料サービスを選択＞  

  予算案は、IT 事業者に委託してサイトを立ち上げる予定でしたが、最初の公式サイト  

 会議の場で、Wix というサービスを利用することになりました。Wix というのは、イス  

ラエルに本社を置き、世界中で利用されているウェブサイトサービスです。  

 今回は、無料サービスを選択しました。  

 

＜サイトの概要＞  

    サイトの冒頭には、和田会長のご挨拶と尼崎城の夜景写真を載せ、リンクページには  

  会則を掲載しました。また、今後当会が主催する行事や関係団体の諸行事、会員の取り  

組みなどを告知するほか、周年記念誌などの刊行物の紹介もしています。さらに、会員  

が気軽に投稿できるコーナーも設けました。手始めとして、和田会長からご投稿いただ  

いた紫陽花の写真とエッセイを載せております。  

 

＜今後に向けて＞  

    現状は、新型コロナ感染症のため、十分な活動が出来ていない当会でありますが、感  

  染が収束して行くに伴い、この公式サイトやＳＮＳを活用して、当会の活動を広く告知  

  していければと思います。また、尼崎の文化情報も発信し、さらに関係する内外各方面  

とも連携を深めたいと考えております。  

   会員の皆様におかれましては、ぜひ当サイトやＳＮＳにアクセスして頂き、皆さまが  

  関わっておられる取り組みをご紹介頂き、エッセイなどを投稿して頂きますようお願い  

いたします。また、ご友人や関係団体へも、当サイトのことをお知らせ頂ければさいわ  

いです。  

 

    尼崎文化協会公式サイト https://amagasakibunkakyok.wixsite.com/website 

    同公式 Facebook     https://www.facebook.com/AmagasakiBunkaKyokai  

    同公式 Twitter      https://twitter.com/Ama_Bunkakyokai 

    Mail          amagasakibunkakyokai@gmail.com 

    投稿のご希望やご意見・ご要望は、上記メール（辻川）までお寄せください。  

 

２、令和３年度通常総会（書面決議）後の行事   

（１）阪神南文化振興団体連絡協議会・総会は書面決議に     

   去る 7 月 20 日(火)  規約の改正、令和２年度実施事業報告、令和３年度実施  

  計画等の議事が承認された。 

  （２）役員会開催 

     去る 9 月 14 日（月）午前 10 時から尼崎小田南生涯学習プラザにて、役員会を開

催。議事⓵ホームページ公式サイトの内容②新春初詣バスについては計画案を、次

回提出し検討とした。②尼崎薪能（９月２１日 17 時 30 分から尼崎城下）は中止 

    出席者和田会長（Web）玉垣、宮崎、喜多副会長、石橋、森、芝、加島、辻川、小

川理事、藤田会計、桒田事務局、田中事務局長 

  （３）中止、延期行事 

⓵大近松祭 

（４）初詣バス旅行 

   初詣バス旅行について春以降に延期し、昨年同様貴布禰神社参拝のみとする。  

（５）令和３年度尼崎市民芸術賞 

    和田桐山会長が、１１月１日に令和３年度尼崎市民芸術賞[活動分野：美術  

（陶芸 )]を受賞されました。  心よりお喜び申し上げます。 

３、今後の事業予定 

  （１）初詣 日時 令和４年 1 月７日（金）午前 10 時 30 分から 11 時解散予定  

     場所 貴布禰神社 

     添付返信はがきに出欠をご記入し、12 月 25 日までにご投函ください。 

（２）契沖顕彰短歌大会について 

 令和 3 年 2 月 19 日（土） １３時３０分より 契沖顕彰短歌大会が中央北生涯 

学習プラザにて開催予定。 

  （３）その他予定 

     ⓵監査会    4 月上旬  ②役員会    4 月下旬 

     ③総会     5 月初旬 尼崎商工会議所 

                            編集  宮崎 恒彰 

                                田中 正喜 
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1,会長挨拶                         

会長 和田 桐山 

  

会員の皆様には文化協会の運営にご協力いただきお礼申し上げます。  

コロナ禍の中で思うような日常ではなくストレスのたまるこの２年余りでありますが、 

今年は少しでも元気の出るようなことを考えていかなければなりません。しかしここに 

 きて世界では大変な事態が進行しています。独裁者によって戦争による現状の変更が行 

 われ、多くの人命が失われる事態となりました。自分たちの力で国を守ることができな 

 ければこのような事態に陥るという現実を見せつけられた気がいたします。 平和ボケの 

 日本がこの先、第二のウクライナにならないことを願うばかりです。 

  さて当会、今年から来年にかけて、以前からの懸案でありました信楽のミホミュ―ジア 

 ムや唐招提寺御影堂の落慶記念バスツ―等も計画に入れ実行できるようにと考えており 

 ます。会員各位少しでも明るく前を向いてピンチをチャンスに変えられますよう踏ん張っ 

 ていただきたいと願っております。  

 

２、令和４年１月以後の行事   

  （１）初詣 令和 3 年 1 月 8 日（金）午前 10 時 30 分から 11 時解散 

     場所 貴布禰神社 

  毎年初詣三社参りのバス旅行を計画しておりましたが、コロナ禍で三社参りは断念し、 

 尼崎総氏神 貴布禰神社に参拝しました。     

 参加者は、和田会長、玉垣（ご夫婦）、宮崎、喜多副会長、加島、森（清）、重田理事、  

 田中（秀）（ご夫婦）白井、小川、西浦、藤田（ご夫婦）会員、田中（事務局）。  

 また、尼崎市叙勲者清風会から、藤田会長（ご夫婦）藤原様が出席されました。 

 

（２）契沖顕彰短歌大会について 

令和 4 年 2 月 19 日開催予定の第１９回契沖顕彰短歌大会がコロナ感染防止のため

やむなく中止になりました。本年は、小学生 9,051 名、中学生 2,611 名、高校生 468

名、一般 80 名そして新規に大学生が 94 名全体で 12,572 首の応募がありました。その

中から下記の通り、3 名の方が尼崎文化協会会長賞を受賞されましたのでお知らせい

たします。 

（一般の部）兵庫県伊丹市 友次 洋子 

        打ち上げの席でほほえむ一葉をわれの遺影にせんと取りおく 

(生徒の部) 関西大学第一中学校 ３年 菅原 大暉 

        午後６時日が暮れた時自然から受け取りました秋のはじまり 

(児童の部) 尼崎市立難波小学校 ３年 芝﨑 茉央 

        お母さんいつもこんだて聞いてくるリクエストしたらことわるくせに 

（３）尼崎薪能 

  令和４年５月２７日（金）大物公園 にて開催予定 

  ３、今後の事業予定   

     ⓵監査会    4 月上旬  ②役員会    4 月下旬 

     ③総会     5 月初旬 尼崎商工会議所 

               編集  宮崎 恒彰    田中 正喜                                                                                   
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1, 秋の一日研修旅行記                          

文化の香り～爽秋の丹波路を往く  

    副会長  宮崎  恒彰  
 

  去る令和 4 年 11 月 10 日に、文化協会としては 3 年ぶりの研修バス旅行が開催されま

した。秋晴れの好天の下、39 名の参加者が JR 尼崎と阪神尼崎からそれぞれバスに乗り込

み、一路丹波篠山を目指しました。中国自動車道から舞鶴若狭自動車道へ入り、北上するに

従って周囲の山々が色づき、まさに紅葉のシーズンでもありました。  

 丹波篠山へ到着して、まず最初に、当協会会員青山幸克氏（元篠山藩主で、さらに分家が

元尼崎藩主でもあった青山家の後裔）の一方ならぬお世話で、県立篠山鳳鳴高校の青山文庫

と、近くの市立青山歴史村を訪問しました。なお、参加者が多く、一度に青山文庫へ入れな

いので、2 班に分かれて交代で見学しました。  

鳳鳴高校では樋口校長先生と、青山文庫を研究しておられる同校ОB の久下先生のお出迎

えとご説明を受け、普段は一般に公開されていない収蔵庫の中を見せて頂きました。内部は

ところ狭しと保管棚が並び、青山家から同校が寄贈を受けた貴重な書籍類など 11,000 点を

含み、合計約 25,000 点を収納するとかで、そのボリュームと中味に圧倒されました。  

保管棚を順に見ていくと、中国の古い字典のほか、日本書紀（寛政 5 年 5 年版）、本居宣

長による古事記の注釈書（古事記伝 44 巻）、水戸光圀編纂による大日本史、源氏物語、万

葉集注釈書、小説、心学に関わる古文書等々、殆どが江戸時代以前の写本とのことではあり

ましたが、とても 1 時間ほどの見学時間では内容を詳しく見る余裕は無く、貴重な書物のタ

イトルだけを見て時間切れになったのは残念でした。  

 

 次の青山歴史村は、藩籍奉還後に寄贈された旧青山家の別邸「桂園舎」や、旧藩士宅の長

屋門を移築した建物などで構成されており、解説者の詳しい説明を聞きながら昔の朱印状や

版木など展示物を見学した後、デカンショ館でデカンショ節のいわれを解説したビデオを見

ました。  

 

 そのあと、昼食のため丹波陶芸村のレストランへ行き、旅行支援により補助を受けたので

予算に余裕が出来たとかで、これまでの旅行よりワンランク・アップされた？三田肉などを

ご馳走になり、食後、出発時に旅行社から配られた 3,000 円のクーポン券を使って、丹波の

お土産を買った参加者もおられたようです。ただ、時期的に、黒枝豆のシーズンが終わって

いたのが残念でした。  

 午後は、本日 2 番目の訪問地である兵庫陶芸美術館へ行きました。ここは、当協会和田会

長のご提案による訪問で、予め車中で会長からご説明を受けて、ルネ・ラリックのガラス工

芸品を鑑賞しました。ルネ・ラリックは、19 世紀から 20 世紀にかけてフランスで活躍した

ガラス工芸家で、アール・デコ（アール・ヌーヴォ―の時代に続き、ヨーロッパやニューヨ

ークで、191０年代半ばから 1930 年代にかけて流行した装飾美術）の、モダン・エレガンス

の美と言われるガラスの透明性を活かした新鮮なデザインと、鋳型を駆使した独自の製法に

よって、彼の作品はアール・デコを象徴する存在となり、今回の展示物は北澤美術館の所蔵

品だそうですが、精緻で美しいガラス工芸品の数々を堪能しました。  

 

 帰途は 3000 円のクーポン券を残していたり、土産物を買い足りない人たちのために、明

太子屋へ寄って、予定より若干遅れたものの全員無事に出発地へ帰着し、すがすがしい秋の

一日を、文化の香りに包まれて過ごした次第であります。  

 

    
                 （兵庫陶芸美術館前での記念写真）  

 

２、令和４年通常総会（書面決議）後の行事等   

  （１）尼崎薪能 

令和 4 年 5 月 27 日（金）17 時 30 分から大物川緑地公園野外能舞台にて開催。 

参加者 和田会長、玉垣副会長、宮崎副会長、田中事務局長  

 

  （２）役員会開催  （以下敬称略） 

     6 月 9 日（木）午前 10 時から尼崎小田南生涯学習プラザにて役員会を開催。議事  

 

第 19 号 令和四年十二月上旬発刊  



⓵写真展について    ②ホームページへの掲載内容について  ③秋のバス旅行

（美術館案等）を次回検討とした。 ④初詣については次回検討 

⑤８０周年記念事業計画については、今後議論する。 

 出席者 和田（Web）玉垣、宮崎、喜多、加島、小川、森、辻川、石橋、藤田、田中  

 

（３）役員会開催   

   令和 4 年 8 月 18 日（木）10 時から場所小田南生涯学習プラザにて開催  

  議題  ①兵庫陶芸美術館ほか見学について  ②８０周年記念事業について  

③その他  写真展、観光局との連携、副読本の件、契沖の会の２０周年記念講演  

 

（４）大近松祭 

   令和 4 年 11 月 23 日（日）11 時より 広済寺にて 

   参加者 玉垣、宮崎、喜多 

 

（５）ルネ・ラリック特別展・青山記念文庫見学会日帰りバス旅行 

   令和４年１１月１０日（木）８時から１７時 篠山方面 ３９名参加 

 

（６）役員会実施 

   令和４年１１月２２日（火）場所小田南生涯学習プラザにて開催  

   出席者 和田、玉垣、宮崎、重田、森、藤田、田中  

   議題 ①初詣は、１月６日貴布禰神社９時３０分集合その後櫻井神社参拝 

    ②８０周年記念誌 玉垣副会長より青山４代の碑について説明 

 

（７）第６４回全国社会教育研究大会・広島大会で江田政亮会員（貴布禰神社宮司）  

   が、令和４年１０月２７日「令和４年度全国社会教育委員連合表彰」を受賞。     

  （県下で 1 名）     心よりお喜び申し上げます。 

 

（８）兵庫県のシンポジウムに和田会長参加報告 

      先日１１月２５日に淡路洲本で行われた兵庫県文化団体連絡協議会の”地域文化を考え 

     るシンポジウム”に参加しました。 

      昨年は中止され、各所属団体より１名参加という条件での開催となりました。 

      和太鼓の演奏や、国生み,おのころ伝説にまつわるお話に始まり、構成団体の活動報告、 

      主催団体である淡路文化団体連絡協議会による種々の催しで４時間があっという間に過 

ぎた１日でした。 

その中で淡路文化協会の出された冊子に目を通していて、つい２週間ほど前に伺った

篠山“鳳鳴高校”という文字を見つけ内容を追ったところ文化財収蔵庫にあった、ある

軍人さんの写真（樋口中将）にまつわる研究をされている方の記事でした。あまりにも

タイミングよく目に飛び込んできた偶然に驚き何かの縁を感じ舞台そっちのけで読みま

した。７０年前の終戦の混乱期に条約を反故にして北方４島から本島に攻め入ろうとし

たソ連軍に北海道本島を守り抜いた樋口中将の研究者だということがわかりました。 

大戦前ポーランドの駐在武官であった氏がソ連についての考察を行っていた事で北海道

への侵攻を予知し北海道本島を守り抜いたという史実です。日本でも有名な杉原千畝さ

んはこの方の部下であったそうです。 

尼崎文化協会の活動とは関係のない事柄ではありますが、いま日本が直面している事

や今後に結び付く糸口になるのではないかと思い個人的に調べてみたいと考えていま

す。 

 

３，今後の予定 

  ⑴ 初詣 令和 5 年 1 月６日（金）午前 9 時 30 分から 11 時解散 

      場所 貴布禰神社から櫻井神社 

      来年もコロナ禍で三社参りは断念し、尼崎総氏神 貴布禰神社及び尼崎藩主  

      松平家ゆかりの櫻井神社に参拝します。  

    

  ⑵ 契沖顕彰短歌大会について 

      令和 5 年 2 月 1１（土）１３時より開催予定の第２０回契沖顕彰短歌大会を 

      園田学園女子大学にて開催します。 

    ⑶ 今後の事業予定   

     ⓵監査会    4 月上旬   

     ②役員会    4 月下旬 

     ③総会     5 月初旬 尼崎商工会議所 

 

 

 

             協会だより編集  宮崎 恒彰    田中 正喜                                                                                   



 

             

1．令和５年（２０２３年）新年初詣のことなど 

副会長 玉垣 喜三      

今年の新年初詣は、例年

通りの貴布祢神社初詣の

ほかに尼崎城下にある桜

井神社へも参拝すること

を役員会で決定し、去る１

月６日 (金 )計画通り実施

されました。 

 貴布祢神社では、江田宮司

様の年頭挨拶を拝聴した後、

神殿前広場にて参加者全員

の記念写真(別添)を撮り解散し、その

後個々に桜井神社へ移動。夫々参拝し

た後に桜井神社の近藤宮司様より神

社の由来などの説明を受けた。桜井神

社は、言うまでもなく桜井松平家の歴

代尼崎藩主を祀る神社であり、江戸期

尼崎城とは極めて深い関係にある神

社である。近年尼崎城再建により益々

その関係は深化している。神社境内の

写真は、近藤宮司様の神殿説明のスナップ写真（別添）である。                 

２社お詣りした後、有志により近くの城内高校南東角地にある｢青山幸利公の顕彰碑｣を 

見学した。本顕彰碑は、当協会創立80周年にかけての検討課題であり、戸田公→青山公→  

桜井松平公と引継がれた尼崎藩の歴史への研究課題でもある。 

 

 ２、令和 5 年１月以後の行事   

  （１）初詣 令和 5 年 1 月 6 日（金）午前 9 時 30 分から 11 時解散 

     場所 貴布禰神社,櫻井神社 

    毎年初詣三社参りのバス旅行を計画しておりましたが、コロナ禍で三社参りは断

念し、尼崎総氏神 貴布禰神社と櫻井神社に参拝しました。  

     参加者は、集合写真のとおり 

  

（２）契沖顕彰短歌大会について 

令和 5 年 2 月 11 日（土）１３時から第２０回契沖顕彰短歌大会が、園田学園女

子大学４号館５階大講義室に於きまして３年ぶりに開催された。ロナ感染防止の

ためやむなく中止になりました。本年は、小学生 10033 名、中学生 2,448 名、高

校生 799 名、一般 78 名そして新規に大学生が 86 名全体で 13,732 首の応募があり

ました。その中から下記の通り、3 名の方が尼崎文化協会会長賞を受賞されました

のでお知らせいたします。 

（一般の部）愛知県岡崎市 鈴木 洋子 

        今朝もまた産土神にお詣りの赤い外車の女性に出会う 

(生徒の部) 尼崎市立尼崎高等学校 １年 岡本 美詞 

        体育を頑張った後の授業はそこらじゅうから寝息が聞こえる  

(児童の部) 尼崎市立難波小学校 ４年 芝﨑 茉央 

        夏休み紙にうもれて見えなくてすぐに忘れる一行日記 

 

（３）尼崎薪能 

  令和５年９月２９日（金）尼崎城 広場にて開催予定 

  ３、今後の事業予定    

     ⓵監査会   4 月上旬  

     ②役員会   4 月 26 日 10 時尼崎商工会議所 4 階 401 号室 

     ③総会     5 月 19 日（金）10 時より尼崎商工会議所 7 階 702 号室 
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